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日
時　

12
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

講
師　

 

石
原
修
氏
（
大
阪
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
口

腔
外
科
、
主
任
部
長
）

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

定
員　

60
人
（
会
場
）
＋
１
０
０
人
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

※
お
申
し
込
み
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
行
事
予
定
」
か
ら

お
願
い
し
ま
す

大
阪
市
南
部
地
区
講
習
会

当
科
に
お
け
る
口
腔
外
科
診
療
に
つ
い
て
〜
コ
ロ
ナ

対
応
も
含
む

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
】

無料相談

法
律　

12
月
６
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

12
月
15
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

12
月
16
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

日
時　

12
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

講
師　

安
田
恵
理
子
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
口
腔
衛
生
学
講
師
）

会
場　

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室
３

会
費　

 

無
料
（『
修
了
証
』
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
１
千
円

で
発
行
し
ま
す
。
※
会
員
に
限
る
）

定
員　

40
人
（
会
場
）
／
１
０
０
人
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

参
考　

テ
キ
ス
ト
『
歯
科
の
院
内
感
染
防
止
対
策
』

歯
科
診
療
に
お
け
る
院
内
感
染
対
策
に
つ
い
て

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
】

歯
初
診
注
１
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

日
時　

12
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

 

佐
藤
裕
二
氏
（
昭
和
大
学
歯
学
部
高
齢
者
歯
科
学
講

座
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

美
し
い
義
歯
調
整
―
簡
単
で
効
率
的
な
コ
ツ
―

12
月
度
生
涯
研
修
【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
限
定
】

日
時　

 

２
０
２
２
年
２
月
６
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
他
敷
地
内
３
会
場　

講
師　

 

大
西
祐
一
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
口
腔
外
科
学
第
二
講

座
准
教
授
）

会
費　

３
千
円　

定
員　

１
０
０
人

※
遅
刻
・
途
中
退
出
さ
れ
た
場
合
は
修
了
証
を
発
行
で
き
ま

せ
ん
。

歯
初
診
・
外
来
環
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

会
員
本
人
限
定

歯
科
医
院
譲
渡

▽
物
件
①
大
阪
市
中
央
区

【
最
寄
駅
】谷
町
線
谷
町
６
丁

目
駅
徒
歩
１
分
【
設
備
】
チ

ェ
ア
３
台
、
パ
ノ
ラ
マ
デ
ン

タ
ル
、
歯
科
機
材
付
き
【
金

額
】
２
０
０
０
万
円
（
別
途

毎
月
家
賃
33
万
円
）【
そ
の

他
】
歯
科
医
院
２
Ｆ
、
後
継

者
不
足
の
た
め
閉
院
予
定

▽
物
件
②
藤
井
寺
市

【
最
寄
駅
】近
鉄
南
大
阪
線
藤

井
寺
駅
徒
歩
１
分
【
設
備
】

チ
ェ
ア
２
台
、
パ
ノ
ラ
マ
デ

ン
タ
ル
、歯
科
機
材
付
き【
金

額
】
１
５
０
０
万
円
（
別
途

毎
月
家
賃
25
万
円
）【
そ
の

他
】
歯
科
医
院
１
Ｆ
、
後
継

者
不
足
の
た
め
閉
院
予
定

※ 

①
②
い
ず
れ
も
連
絡
先
０

８
０
―
３
７
８
７
―
８
３

４
１
（
久
保
）
ま
で
。

潜
在
的
需
要

潜
在
的
需
要

へ
の
対
応　

へ
の
対
応　

採
算
踏
ま
え
保
険
範
囲
拡
大
を

の
治
療
費
の
最
低
価
格
は
前

歯
（
３
万
８
４
６
６
円
）
、
小

臼

歯
（

３

万

２

８

７

０

円
）
、
大
臼
歯
（
３
万
５
９

３
２
円
）
に
な
る
と
し
て
お

り
、
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
適
用
に
よ
っ
て
価
格

が
下
が
る
点
を
経
営
面
で
心

配
す
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、

白
内
症
眼
内
レ
ン
ズ
の
保
険

適
用
（
１
９
９
２
年
実
施
）

に
よ
っ
て
患
者
が
大
幅
に
増

え
た
よ
う
に
、
治
療
を
希
望

す
る
患
者
の
「
パ
イ
の
拡

大
」
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
科
矯
正
の
治
療

に
お
い
て
も
、
歯
科
矯
正
医

と
の
連
携
を
図
っ
た
上
で
、

①
機
能
不
全
に
繋
が
る
不
正

合
で
歯
科
矯
正
の
必
要
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
場
合
②

口
腔
機
能
発
達
不
全
症
に
お

い
て
矯
正
治
療
が
必
要
と
診

断
さ
れ
た
場
合
―
の
歯
科
矯

正
に
つ
い
て
は
、
保
険
適
用

す
る
べ
き
で
す
。

は
混
合
診
療
（
保
険
外
併
用

療
養
費
制
度
）
の
活
用
を
求

め
る
声
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
重
い
患
者
負
担
を
前
提

と
す
る
混
合
診
療
で
は
、
受

診
抑
制
の
根
本
的
な
解
決
に

は
な
り
得
ま
せ
ん
。「
保
険

の
き
く
範
囲
を
広
げ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
国
民
大
多
数
の

願
い
を
実
現
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

パ
イ
の
拡
大

パ
イ
の
拡
大

　

自
費
治
療
の
保
険
導
入
の

対
象
と
し
て
、「
ブ
リ
ッ
ジ

支
台
第
二
小
臼
歯
へ
の
前
装

金
属
冠
」
、
「
金
属
床
部
分
義

歯
」
、
「
ジ
ル
コ
ニ
ア
」
等
、

安
全
性
も
確
保
さ
れ
普
及
し

て
い
る
技
術
・
材
料
に
つ
い

て
は
、
医
療
機
関
が
積
極
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
適
切
な

評
価
を
し
、
直
ち
に
医
療
機

関
が
不
採
算
と
な
ら
な
い
点

数
で
保
険
導
入
す
る
べ
き
で

す
。

　

保
険
導
入
の
価
格
に
つ
い

て
で
す
が
、
自
由
診
療
に
お

け
る
陶
材
焼
付
鋳
造
歯
冠
修

復
の
治
療
費
の
最
低
金
額
と

し
て
、
元
北
海
道
医
療
大
学

歯
学
部
の
角
舘
直
樹
氏
の
調

査
が
あ
り
ま
す
。
保
険
診
療

の
前
装
鋳
造
冠
の
収
支
差
額

を
基
準
と
す
る
と
、
自
由
診

療
の
陶
材
焼
付
鋳
造
冠
修
復

め
ら
れ
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
度
歯
科
疾
患

実
態
調
査
に
よ
る
と
、「
補

綴
の
状
況
」
の
う
ち
「
一
部

完
了
」
者
が
24
・
３
％
、
「
未

処
置
」
歯
は
13
・
４
％
と
、

前
回
調
査
（
２
０
１
１
年
）

に
比
べ
て
増
加
し
、
特
に
、

「
未
処
置
」
者
の
割
合
が
増

加
傾
向
を
示
し
た
の
は
、
過

去
40
年
で
初
め
て
で
し
た
。

高
す
ぎ
る
窓
口
負
担
が
受
診

抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
負
担

軽
減
が
不
可
欠
で
す
。

　

同
時
に
、
自
費
治
療
を
保

険
導
入
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
業
界
団
体
に

　

歯
科
治
療
に
お
け
る
高
い

窓
口
負
担
と
保
険
の
き
か
な

い
自
費
治
療
の
存
在
が
、
患

者
の
歯
科
受
診
の
障
害
と
な

っ
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
妨
げ
て
お
り
、

更
に
は
治
療
の
中
断
を
生
ん

で
い
ま
す
。
窓
口
負
担
を
引

き
下
げ
、
保
険
の
効
く
範
囲

を
拡
充
す
る
こ
と
が
強
く
求

社保研究部部長・平尾清司

歯科保団連

改善要求の
ポイント 　＋＋プラスプラス

桜門　親柱を高くして頭上を高くした「仏堂形式」は三間一戸
の楼門をより壮大に感じさせてくれる　写真＝久安寺より提供

　

阪
急
池
田
駅
か
ら
北
に
10

分
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
る
と
、

「
久
安
寺
（
き
ゅ
う
あ
ん

じ
）」

と
い
う
お
寺
が
あ

る
。
大
阪
の
奥
座
敷
と
も
言

わ
れ
、
隠
れ
た
大
阪
の
紅
葉

の
名
所
ら
し
い
。
自
然
に
囲

ま
れ
た
境
内
は
縦
長
で
、
全

体
を
回
る
と
１
時
間
は
か
か

る
。

　

寺
か
ら
徒
歩
10
分
の
と
こ

ろ
に
は
、
伏
尾
温
泉
で
知
ら

れ
る
老
舗
旅
館
「
不
死
王

閣
」
が
あ
る
。

　

訪
ね
た
の
は
11
月
初
旬
で

あ
っ
た
が
、
木
々
は
色
づ
き

始
め
て
い
て
、
十
分
に
紅
葉

を
楽
し
め
た
。
11
月
下
旬
に

な
る
と
真
っ
赤
に
色
づ
く
そ

う
だ
。

　

寺
は
奈
良
時
代
の
神
亀
２

年
（
７
２
５
）
、
行
基
菩
薩

が
創
設
し
、
天
長
年
間
（
８

２
４
〜
８
３
４
）
に
は
弘
法

ン
と
あ
じ
さ
い
が
有
名
だ
。

花
め
ぐ
り
が
好
き
な
方
に
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
関
西

花
の
寺
二
十
五
霊
場
と
は
１

９
９
３
年
に
関
西
２
府
４
県

の
25
カ
寺
に
よ
っ
て
創
設
さ

れ
た
、
花
が
縁
で
宗
旨
宗
派

し
、
現
在
は
こ
の
楼
門
を
通

る
こ
と
が
で
き
ず
、
横
の
入

り
口
か
ら
入
る
。

　

門
を
出
る
と
す
ぐ
高
さ
２

㍍
の
本
格
的
な
鐘
「
開
運
の

鐘
」
が
目
に
入
っ
て
く
る
。

参
拝
者
は
自
由
に
鐘
を
突
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
私
も

１
発
つ
か
せ
て
も
ら
う
。

「
ボ
ー
ン
」
と
い
う
低
音
の

響
き
で
趣
が
あ
る
。
本
堂
で

参
拝
し
た
後
、
本
堂
の
裏
手

に
あ
る
庭
園
「
虚
空
園
」
を

散
策
し
た
。
そ
の
奥
に
あ
る

仏
塔
に
は
身
長
約
６
㍍
の
寝

転
ん
で
い
る
大
仏
が
祀
ら
れ

て
い
る
。

　

訪
れ
た
の
は
、
平
日
の
た

め
空
い
て
い
た
。
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
の
土
日
に
な
る
と
混
雑

が
予
想
さ
れ
る
が
、
自
然
に

囲
ま
れ
た
静
か
な
山
中
の
景

観
に
浸
る
に
は
ち
ょ
う
ど
良

い
。

　

拝
観
料
３
０
０
円
。
約
60

台
分
の
無
料
駐
車
場
が
あ

る
。
阪
急
池
田
駅
か
ら
バ
ス

も
あ
り
15
分
余
り
だ
。

 

（
新
聞
部
・
南
端
理
伸
）

大
師
が
滞
在
し
、
真
言
密
教

道
場
と
し
て
栄
え
た
と
い

う
。

　

久
安
寺
は
関
西
花
の
寺
二

十
五
霊
場
の
12
番
目
の
札
所

で
、
四
季
を
通
じ
て
多
彩
な

花
が
楽
し
め
る
。
特
に
ボ
タ

の
垣
根
を
超
え
て
名
を
連
ね

る
霊
場
会
で
あ
る
。

　

入
り
口
の
楼
門
は
奈
良
時

代
の
建
立
で
、
軒
を
そ
り
挙

げ
る
「
水
平
の
な
い
軒
反

り
」
と
い
う
独
特
の
技
法
で

造
ら
れ
て
い
る
。
優
雅
な
姿

は
「
最
も
美
し
い
楼
門
」
と

い
わ
れ
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か

314

隠
れ
た
紅
葉
の
名
所

久
安
寺（
池
田
市
）

久
安
寺（
池
田
市
）

　大阪府保険医協同組合は、厚労省が感染拡大防止に要
した「かかり増し経費（上限８万円）」の補助事業を始
めたことを受け、感染症対策商品をセール価格で販売す
る「組合員感謝セール」を開催している（終期未定）。
　注文は電話、FAX、インターネットの「オンライン
共同購入」ページから。
ネット注文はID・ パス
ワードが必要となり、
QRコード先ページから
発行できる。

組合員
限　定 感染対策品セール

継続支援金（８万円）に利用を

「オンライン「オンライン
共同購入」・共同購入」・
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